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 [Overview and purpose of the course]
社会は極めて複雑化しており，単独の学問だけでは様々な課題を解明して有効な解決策を提示する
ことが困難となっている。同時に、人類の状況はさまざまな危機に瀕しており、解決策と未来を見
出す必要に迫られている。この科目は，全学の全回生を対象に分野横断型の学問である総合生存学
の研究成果を紹介し，それぞれの課題（テーマ）における基礎知識を習得すると同時に，これから
取り組むべき課題や学問のあり方について考えてもらう授業である。
各テーマごとに，基礎的な知識と考え方から始めて，分野横断研究の最先端の研究成果を解説する。
実際の研究に触れることで，分野横断型・文理融合型の学問に触れるばかりでなく，将来の専攻分
野選択をするときの指針としてほしい。

 [Course objectives]
・人類をとりまく地球規模課題に関する幅広い知識を得ると共に、分野横断型・文理融合型の学問
に対する取り組み方や学習方法について理解する。
・貧困・飢餓・ジェンダー・気候変動・平和などについて自らの言葉で意見を発信できるようにす
る。
・地球の現状と未来を想定し、人類が生存しうる環境は将来どのような場所になるかを考える。

 [Course schedule and contents)]
以下の各項目について授業を行う。コーディネーター教員から総合生存学の概要を説明する。各項
目には３週を充てる。各回の授業では，講義の後，ディスカッションを行う。最後に，履修者全員
と担当教員４名で全体討論を行う。各項目の順序は状況に応じて変更することもあるが，事前に周
知する。
（１） 科目の内容と進め方の説明［山敷庸亮, IALNAZOV Dimiter Savov］【１週】
（２） テーマＡ．物質的な豊かさの持続可能性・プラスチックを例に ［齋藤 敬］【３週】
（３） テーマＢ． 持続可能な発展とエネルギー転換 ［IALNAZOV Dimiter Savov］【３週】
（４） テーマＣ．地球から宇宙へ・未来の人類はどこで生きるのか？［山敷 庸亮］【３週】
（５） テーマＤ．科学の視点から「一票の格差」問題における不平等を再考する［趙　亮］【３週
】

（６） 総合討論 ［全員］【２週】

コーディネーター：総合生存学館 山敷庸亮 教授
Continue to 総合生存学入門I(2)↓↓↓



総合生存学入門I(2)

 [Course requirements]
特になし
（テーマD）データ分析を行うためにパソコンが持参することが望ましい。

 [Evaluation methods and policy]
成績は授業への参加状況（50%）、レポート（50%）により評価する。

毎回の講義でレポート提出を求める。各テーマについて2回の出席と2回のレポート提出，総合討論
について1回の出席と1回のレポート提出を，単位認定の最低要件とする。

 [Textbooks]
講義中に指示する資料はテーマごとにKulasis やLMS にアップロードするので，各自ダウンロード
すること。
 [References, etc.]
  （References, etc.）
京都大学学術出版会 『総合生存学: グローバル・リーダーのために』（2015）
京都大学学術出版会 『実践する総合生存学』（2021）
京都大学学術出版会 『有人宇宙学・宇宙移住のための３つのコアコンセプト』（2023）

 [Study outside of class (preparation and review)]
テキストや講義中に紹介する文献などを参考にしながら授業外学習を行い，講義内容の理解を深め
てほしい。

 [Other information (office hours, etc.)]
毎回の授業でディスカッションをするので，積極的な発言を期待する。

 [Essential courses]


